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研究成果の概要（和文）：マウスの唾液腺細胞を用いた唾液分泌評価系において,カリン抽出液が唾液分泌に関連する
ムスカリン受容体に対して作用を示すことが示唆された。ヒト試験に関しては,ヒト試験用の試験食品を3種作成した。
試験食品①：カリン果汁配合飴。対照飴：試験食品①からカリン果汁を除いた飴。試験食品②：現在市販のカリン配合
飴。被験者20名に対し二重盲検交差比較試験を実施した。試験実施時に試験食品（飴1粒、約5.4g）を噛み砕いたりせ
ずに舐めて摂取した。1日に1種類の試験食品とし,3種類を比較するため3回来院させた。摂取前後で評価した結果は試
験食品①において唾液分泌量,アミラーゼ,sIgAに有意に高い値を示した。

研究成果の概要（英文）：According to the evaluation study for salivary secretion using mouse salivary glan
d, Kalin-extract was interacts with Muscarinic receptor, which related salivary secretion. In human study,
 two separate food samples were prepared. Candy drop blended with Kalin juice (Sample 1). Kalin blended ca
ndy drop with commercial products (Sample 2). Non-Kalin mixed candy drop as Control. Twenty volunteer with
 double-blind crossover test were executed. Each food sample was lick without chewing and ingested. Signif
icant induction of saliva secretion, amylase and secretory IgA Abs were detected with Sample 1.
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１． 研究開始当初の背景 
唾液分泌障害により生じる口腔乾燥症は

欧米の疫学調査から算出すると日本では
3,000 万人の潜在患者が想定されている。こ
のような唾液の減少は、歯周病や齲蝕のリス
クを上げ、嚥下障害や誤嚥性肺炎の発症等を
招くことなど、生活の質（QOL）を著しく低
下させ、様々な病態を形成することが知られ
ているが、現在までのところ有効な治療法は
確立されず、唾液などの外分泌の機能不全の
病因も未だ明らかでない。 
研究分担者が担当する鶴見大学歯学部附

属病院ドライマウス専門外来では現在まで
に受診した 3,900 人の統計学的な解析が行わ
れ、臓器特異的自己免疫疾患であるシェーグ
レン症候群（SS）に代表される腺組織の器質
的な傷害によるものからドライマウスを訴
える患者は全てのドライマウス患者の 1割に
も満たなく、その大半は SS 以外の病因によ
り唾液分泌量の低下や質の異常を来たし発
症することが明らかとなってきた。SS 以外
の 9 割のドライマウス患者は、様々な環境要
因による酸化ストレスを介した唾液腺の機
能不全が要因であることが推測される。 
現在口腔乾燥症の治療薬としてムスカリ

ン受容体作動薬などが知られているが、これ
らの薬剤の対象疾患は SS に限られているこ
とから、9 割の非 SS ドライマウス患者が唾
液分泌を亢進するような機能性食品の開発
が期待されている。 
 
２． 研究の目的 
本研究ではドライマウス患者の唾液分泌

を促進させる食材の評価を目的とし、ドライ
マウス患者とマウスへの食材の摂取による
治療効果を解析し統計学的に検討を行った。 
 
３．研究の方法 
喉を潤す効果が期待される食材としてカ

リンが古来より知られている。カリンは果実
に多量のポリフェノール類とビタミン C が
含まれ抗酸化作用があることが報告されて
いることから、今回はカリンを使用し唾液分
泌効果を評価することとした。 
唾液分泌障害モデルマウスを作成し、各モ

デルマウスに対し、カリンを加工したものを
摂取させ、治療効果モデルでは放射線照射後
より 4 週間自由摂取させ、唾液分泌能量の評
価をした。 
ヒト試験に関しては, 試験食品①の原材

料は、砂糖、水飴、カラメル色素にカリン果
汁を配合した飴。対照食品の原材料は、試験
食品①の配合からカリン果汁を除き、酸味料、
カラメル色素で試験食品①と味や外観の違
いを分らないようにした飴。試験食品②の原
材料は、砂糖、水飴、ハーブエキス、カリン
果汁、香料、カラメル色素、乳化剤、調味料
（アミノ酸）であり現在市販されている飴の
3 種とした。 
被験者は鶴見大学歯学部附属病院ドライ

マウス外来に来院されていたドライマウス
患者からボランティアを募集し，本試験への
参加に同意された方を選定した。被験者 20
名に対し二重盲検交差比較試験を実施した。
試験実施時に試験食品（飴 1粒、約 5.4g）を
噛み砕いたりせずに舐めて摂取した。1 日に
1種類の試験食品とし,3種類を比較するため
3 回来院させた。その摂取前後の安静時唾液
量，唾液中のアミラーゼ量，slgA 量の変化、
そして問診票（口腔内状況、気分に関する項
目）を使用して評価した。 
 

４．研究成果 
動物試験に関して,マウスの唾液腺細胞を

用いた唾液分泌評価系において,カリン抽出
液が唾液分泌に関連するムスカリン受容体
に対して作用を示すことが示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



ヒト試験に関しては,摂取前後で評価した
結果は,試験食品①において時間当たりの
SIgA 分泌量が有意に増加した。摂取前後の
SIgA 量の変化に群間差は見られなかった。ま
た，試験食品①摂取により，時間当たりのア
ミラーゼ分泌量が有意に増加した。摂取前後
のアミラーゼ量の変化に群間差は見られな
かった。以上のことから，カリンはドライマ
ウス患者の唾液分泌を促進させる食材とし
て有効であることが示唆された。 
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